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そこで､新 しいモデルとして､成長 した樹枝状結晶を導体または訴電体と見

なし､枝の先端と微粒子間のクーロン力および微粒子に働 く気体の粘性力から､

運動方程式に従い粒子を運動させた｡その結果､DLAとは形状の異なる樹枝

状結晶が成長.した.粘性係数､粒子の電荷等のパラメーターに実験値を直接用

い､2次元､ 3次元空間でシミュレーションを行い､これらのフラクタル次元

を計算 し､実験結果と比較 した｡

その結果､実験で得られた樹枝の形状が再現され､その-形状の変化が実験結

果とよく一致 した. こうして､このモデルはこの実験に対 してDLAよりも良

いモデルであることが示された｡

13.量子StadiumBilliardの断熱変化 と準位統計

高 見 利 也

Gut2;Willerのtrace公式1)によると､量子系の固有値は古典周JgJ軌道に関係する

周期構造を持ち､可積分系に対しては､Einstein-Brillouin-Keller(EBK)の景子イヒと

等価な条件を与える｡非町横介系に対しては､古典周期軌道が怖料 こ列挙できないこ
となどにより､この公式を使って量子イヒすることは､一般には難しいO-･方､近年の

計井機の発達にともなって非可積分長子系の高励起状態の固有関数が計沸されるよう

になり､冊単な古典周期軌道の上で高.い振帽を持つ波動関数が見つかった(SCar波動

関数)｡このことは個々の古典周期軌道に対応する固有状態の存在を示しており､こ

の関連で､周期軌道景子･化が怖単に実行できる可能性がある｡

EBKの晃子イヒ灸作は､Bohr-Sommerfeldの最子イヒを､断熱不変性に荊目して多

次元に拡張したものである｡晃子化されている系から始めて別の系に断熱変化するこ

とにより､途中でtorusが存在しない領域を通過しても､最終的なtoruSが存在して

いる場合には､levelcrossingの付近を除いて半古典景子化は可能である2).このよう

に量了イヒの問題では断熱不変性が_gf_安な意味を持っているにもかかわらず､現在のと

ころ､非可積分系の固有状態と断熱変化との関連はあまり調べられていない.この論

文では ･ヾ農了･系のparamcterをWr熱的に変化させたときの､商励起状態の岡村倍の
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直線部分の良さが1の時

の固有偽の節度をFourier変

換したもの｡ちょうど古典周期

軌道の長さの場所にpc&kが現

れる｡実線は､Tepu18ionを取
り除いた後のもの｡取り除く

前 (点線)に比べて､pe&kが
高くなっていることがわかる｡
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梯子を中心に調べることにする｡

まず､stadiumの直線部分の長さをparameterとして､これを少しずつ変化さ

せながら､Schr6dinger方程式の固有値開祖を解く｡このようにして得られた同布偶

の様子には､非町領分慶子系の特徴の一つである1evel関の反発的):nTL作mが見られ､

従来から知られている準位統引･によって調べると非町積分系特有の特徴を示す｡もし､

repulsionの存在が非町横分であることを特徴づけるものであるなら､repulsionを何
らかの形で取り除くことによって､町塀分系に近づけることができると考えられる｡そ

こで､2×2行列の同市値の様子を参考にして､repulSionを取り除くためのalgorithm

を考え､求めた叩eCtrumに実際に適用する(図1)｡この結果得られた同市倍および
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準位統計の梯了･は､町積分系の性質をある程度備えたものとなるが､特に､短い周,1g]

軌道に関係する周Jg]榊遇が､以前よりもはっきりと現れることがわかる(図2)｡これ

は､repulsionを取り除いたことで長周期の軌道の依存性をなくしたことになり､そ

のかわりに短い周期軌道の影,響･が強くt.uてきたものと考えられる.このことは､短い

古典周那九逆による半古典最了北の結果にTePulsion梢迫を加えることによって､非
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14.パルス的相互作用を持つ興奮性素子の集団的振舞い

茶碗谷 毅

近年､生理学実験の分野において猫の大脳皮質の一次視覚野におけるニューロ

ン集団の発火頻度が時間的に振動する現象が報告され､さらにこの振動が視覚情

報処理のために使われている可能性が示唆されている｡(Eckhorn【1988日Gray皮

Singerl1989】,eec.)我々はこの振動の起源を個々に振動している各素子 (ニュー

ロン)の集団同期として説明する単純なモデルを提案し､その性質について解析

的な手段及びコンピューターによる数値的な手段を併用して調べた.

モデルは基本的な構成要素としてニューロンに対応する素子 (Integrate-and-

fire型の素子)を持つ｡それらの間にはある素子が発火するとそれと結合してい

る素子の位相が瞬間的にある量だけ進められるというパルス的な相互作用がある｡

モデルは2種類の構造を持っている｡一つは生体内で観察されているコラム構造

に対応する均質な集団である｡その集団内では各素子は平均場的な相互作用をし

ている｡さらにこの ｢コラム｣が一つの単位となってさらに上位の構追 (ハイパー

コラムなど)が構成されている｡ただし本論文ではこの上位構造についてはあま

り触れない｡
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